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多元計算解剖学による医用画像理解と診断・治療支援
～筋骨格を中心として～

佐藤　嘉伸1,a)

概要：機能や病理を統合したマルチスケール計算解剖モデルの構築を目指す「科研費・新学術領域・多元
計算解剖学」を概観し、その筋骨格解剖モデルへの応用について述べる。特に、 (1) 深層学習に基づく、

医用画像からの筋骨格領域のセグメンテーション、(2) 患者固有の筋骨格バイオメカニクス解析に必要な

解剖情報である筋付着部、筋線維走行、立位解析など、筋骨格機能解剖のモデル化、および、(3) 患者デー

タベースから構築される手術統計モデルに基づく人工股関節手術の自動計画立案、について詳述する。最

後に、人工知能（深層学習）の発展も含めて多元計算解剖学の将来展望について述べる。
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